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（税込）

2142番地

令
和
５
年
度
に
発
表
し
た
病
害

虫
発
生
予
察
情
報
は
、「
予
報
」
は

６
報
、「
月
報
」
は
８
報
、「
注
意
報
」

は
１
報
、
特
殊
報
は
１
報
、地
区
報

（
地
区
注
意
報
）
は
３
報
で
あ
る

（
令
和
６
年
３
月
１
日
時
点
）。

本
稿
で
は
、
令
和
５
年
度
に
発

表
し
た
予
察
情
報
の
中
か
ら
い
く

つ
か
を
紹
介
す
る
。

【
注
意
報
】

○
令
和
５
年
11
月
17
日
発
表

注
意
報
第
１
号
　
ト
マ
ト
黄
化
葉

巻
病（
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
バ
イ

オ
タ
イ
プ
Ｑ
）

令
和
４
年
９
月
に
南
信
地
域
の

ト
マ
ト
栽
培
施
設
で
、
ト
マ
ト
黄

化
葉
巻
病
（
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
ウ

イ
ル
ス
）
と
媒
介
虫
の
タ
バ
コ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
バ
イ
オ
タ
イ
プ
Ｑ
の
発

生
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
周

辺
の
複
数
の
ト
マ
ト
栽
培
施
設
で

も
、
同
病
害
虫
の
発
生
が
確
認
さ

れ
た
。
（
図
１
、
図
２
）

本
病
の
病
原
ウ
イ
ル
ス（
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｃ
Ｖ
）
は
、
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
に
よ
り
媒
介
さ
れ
、
ト
マ
ト
だ

け
で
な
く
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
も

感
染
す
る
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本
県
で

は
冬
期
の
気
温
が
低
く
、
越
冬
は

で
き
な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、

近
年
は
暖
冬
傾
向
で
あ
る
こ
と
に

加
え
て
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
等
の
加
温
施
設

栽
培
で
は
越
冬
可
能
と
考
え
ら

れ
、
今
後
は
南
信
地
域
以
外
で
も

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

【
防
除
対
策
と
留
意
点
】

苗
の
導
入
に
際
し
て
、
病
原
ウ

イ
ル
ス
が
フ
リ
ー
で
、
タ
バ
コ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
の
寄
生
が
な
い
も
の
と

す
る
。
施
設
栽
培
で
は
、
出
入
口

等
の
開
口
部
に
、０
・
４
㎜
目
合
い

程
度
の
防
虫
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
開

放
状
態
に
し
な
い
。
ま
た
、
光
反

射
マ
ル
チ
資
材
等
を
設
置
し
、
媒

介
虫
の
施
設
内
侵
入
を
防
ぐ
と
と

も
に
、施
設
内
外
に
黄
色
粘
着
板
、

黄
色
粘
着
テ
ー
プ
を
設
置
し
、
成

虫
の
早
期
発
見
と
捕
殺
を
行
う
。

施
設
周
辺
の
雑
草
及
び
野
良
生
え

ト
マ
ト
は
除
去
し
、
適
切
に
処
分

す
る
。

な
お
、
罹
病
株
を
処
分
す
る
際

は
、根
か
ら
株
ご
と
抜
き
取
り
、ビ

ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
て
密
封
し

（
40
℃
、10
日
以
上
）、完
全
に
枯
死

さ
せ
て
か
ら
土
中
に
埋
却
す
る
。

○
令
和
５
年
12
月
27
日
発
表

特
殊
報
第
１
号
　
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ

バ
イ令

和
５
年
９
月
に
、
南
信
地
域

の
も
も
及
び
う
め
の
ほ
場
で
、
葉

に
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
吸

汁
痕
が
多
数
あ
り（
図
３
）、
葉
裏

に
は
多
数
の
ヨ
コ
バ
イ
類
の
寄
生

が
確
認
さ
れ
、
本
県
で
は
未
発
生

の
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

本
種
は
、
沖
縄
県
で
の
分
布
が

確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
令
和
元
年

以
降
に
和
歌
山
県
、徳
島
県
、埼
玉

県
、
群
馬
県
、
愛
知
県
、
静
岡
県
等

の
近
隣
県
を
含
む
25
都
府
県
で
の

発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
令
和

５
年
12
月
27
日
時
点
）。

【
病
徴
及
び
被
害
の
様
子
】

成
虫
及
び
幼
虫
が
葉
面
に
寄
生

し
、
吸
汁
加
害
す
る
。
吸
汁
さ
れ

た
部
分
は
脱
色
す
る
た
め
、
葉
全

体
が
吸
汁
さ
れ
る
と
白
化
す
る
。

被
害
が
著
し
い
と
早
期
落
葉
す
る

こ
と
が
あ
り
、
樹
勢
や
収
量
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
被
害
樹
の

葉
裏
に
幼
虫
の
脱
皮
痕
が
付
着
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
国

内
に
お
け
る
発
生
事
例
に
よ
る

と
、
本
種
は
成
虫
で
越
冬
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

県
内
で
の
越
冬
の
状
況
は
不
明
で

あ
る
。

【
宿
主
植
物
と
形
態
】

国
内
で
は
、
も
も
、
す
も
も
、
う

め
、あ
ん
ず
、お
う
と
う
等
の
バ
ラ

科
果
樹
を
加
害
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
で
は

り
ん
ご
、
な
し
等
で
も
被
害
報
告

が
あ
る
。

成
虫
の
体
長
は
３
～
３
・
５
㎜

で
、成
虫
の
体
色
は
黄
緑
色
、複
眼

は
黒
く
、
頭
頂
部
中
央
に
特
徴
的

な
黒
点
が
あ
る（
図
４
）。

【
防
除
対
策
】

う
め
な
ど
の
小
粒
核
果
類
は
、

本
種
に
対
し
て
農
薬
登
録
さ
れ
て

い
る
薬
剤
を
使
用
す
る
。
も
も
は

本
種
に
登
録
さ
れ
て
い
る
農
薬
が

な
い
。
本
種
の
発
生
及
び
被
害
の

早
期
発
見
に
努
め
、
被
害
葉
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
寄
生

葉
を
除
去
し
、
ほ
場
外
へ
持
ち
出

し
埋
却
す
る
等
の
耕
種
的
防
除
を

行
う
。

【
地
区
報
】

令
和
５
年
度
に
発
表
し
た「
地

区
報（
地
区
注
意
報
）
」
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

・
第
１
号（
パ
セ
リ
疫
病
）

・
第
２
号（
イ
ネ
い
も
ち
病
）

・
第
３
号（
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

バ
イ
オ
タ
イ
プ
Ｑ〔
ト
マ
ト
黄
化

葉
巻
ウ
イ
ル
ス
〕）。

こ
の
中
か
ら
、第
１
号（
パ
セ
リ

疫
病
）、第
２
号（
イ
ネ
い
も
ち
病
）

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

な
お
、第
３
号（
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
バ
イ
オ
タ
イ
プ
Ｑ〔
ト
マ
ト

黄
化
葉
巻
ウ
イ
ル
ス
〕）
は
、
令
和

５
年
９
月
29
日
に
南
信
地
域
の
ト

マ
ト
等
の
栽
培
施
設
を
対
象
に
発

表
し
、
そ
の
後
に
注
意
報
第
１
号

（
前
述
）を
発
表
し
た
。

○
令
和
５
年
６
月
１
日
発
表

地
区
報（
地
区
注
意
報
）第
１
号

パ
セ
リ
疫
病

南
信
地
域
の
パ
セ
リ
の
栽

培
施
設
で
、
疫
病
と
思
わ
れ
る

障

害

の

発

生

が

確

認

さ

れ
、

P
hytophthora tentaculata

に

よ
る
疫
病
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
本
病
原
菌
は
セ
ル
リ
ー
疫
病

菌
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南

信
地
域
以
外
の
セ
ル
リ
ー
疫
病
の

発
生
地
域
で
も
、
本
病
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
。

【
防
除
対
策
及
び
留
意
点
】

本
病
原
菌
は
、パ
セ
リ
、セ
ル
リ

ー
の
ほ
か
、ニ
ン
ジ
ン
、ヤ
グ
ル
マ

ギ
ク
に
対
し
て
も
病
原
性
を
示

す
。
セ
ル
リ
ー
疫
病
の
発
生
ほ
場

で
は
、
パ
セ
リ
疫
病
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

疫
病
は
、
排
水
不
良
畑
な
ど
土

壌
の
多
湿
条
件
に
よ
り
発
病
が

助
長
さ
れ
る
の
で
、
耕
盤
破
壊
や

畝（
う
ね
）を
高
く
す
る
等
の
排
水

対
策
を
行
う
。
本
病
は
市
販
の
検

査
キ
ッ
ト
で
簡
易
診
断
で
き
る
の

で
、
早
期
発
見
・
早
期
防
除
に
努

め
る
。
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
に

は
、
本
病
に
対
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
薬
剤
を
使
用
す
る
。

○
令
和
５
年
７
月
21
日
発
表

地
区
報（
地
区
注
意
報
）第
２
号

イ
ネ
い
も
ち
病

病
害
虫
防
除
所
に
よ
る
７
月

下
旬
の
定
期
巡
回
調
査
で
、
北
信

地
域
の
一
部
の
ほ
場
で
、
葉
い
も

ち
の
発
病
株
率
の
急
増
が
み
ら
れ

た
。
Ａ
Ｍ
ｅ
Ｄ
Ａ
Ｓ（
ア
メ
ダ
ス
）

デ
ー
タ
を
用
い
た
葉
い
も
ち
感
染

予
測
モ
デ
ル
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｍ
で

は
、
北
信
地
域
で
６
月
か
ら
７
月

第
３
半
旬
は
感
染
好
適
条
件
の
出

現
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
葉
い

も
ち
の
病
勢
が
急
激
に
進
展
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ

の
後
も
降
水
量
が
多
い
場
合
に

は
、上
位
葉
へ
の
進
展
、穂
へ
の
感

染
や
発
病
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

高
か
っ
た
。

そ
の
後
の
追
跡
調
査
で
は
、
病

勢
は
停
滞
し
、
葉
い
も
ち
の
発
生

量
は
平
年
に
比
べ
て
や
や
少
な
か

っ
た
。
ま
た
、
穂
い
も
ち
の
発
生

量
は
平
年
並
で
あ
っ
た
。

発
生
予
察
情
報
の
詳
細
は
、
病

害
虫
防
除
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
５
年
度
発
表
し
た
病
害
虫

�

発
生
予
察
情
報
に
つ
い
て

病
害
虫
防
除
所
　
担
当
係
長
　
北
澤
修
司

お
詫
び

県
職
員
の
新
役
職（
４
月
１
日

付
）に
つ
い
て
は
、聞
き
取
り
調
査

を
し
ま
し
た
が
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

図１　タバココナジラミ（成虫）

図２　タバココナジラミ（幼虫）

図３　葉の吸汁痕（白い斑点部分）

図４　成虫（頭頂部に黒点がある。）

東京都中央区日本橋二丁目５番１号
ホームページ
お客様窓口 ～ 土日祝除く）

黒星病はもちろん、幅広い病気の予防に

雨に耐え、じっくり拡散！製剤技術も自慢です。
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新しく普及に移す見込みの農業技術� 農業技術課　専門技術員　横澤志織

　令和５年度第２回普及技術検討会において普及に移される見込みの課題のうち、植物防疫（病害虫防除）に関する技術について概略を紹介
する。発刊の都合上、普及技術検討会で検討された情報に沿って記載している。また、表現や文言などは、今後変更される場合があるのでご
留意いただきたい。詳細については、長野県農業関係試験場ホームページ（https://www.agries-nagano.jp/）に掲載されるので確認していた
だきたい。

【注　意】
　本稿に記載されている情報は、普及技術検討会への提案時（2024年２月19日現在）の農薬登録内容に沿っている。本稿掲載後の農薬登録変
更等もあり得るので、農薬ラベル記載の適用登録をよく確認し、使用者の責任において適正に使用する。なお、紙面の都合により、各技術の
利用上の留意点は記載を省略した。使用にあたっては、上記ホームページにおいて注意事項について必ず確認する。なお、農薬の使用にあた
っては、蚕、ミツバチ、天敵等の有用生物や水産動植物への影響や人畜毒性、農作物の薬害等の注意事項も確認し、農薬の危被害防止に努める。
また、病害虫の薬剤抵抗性発達を防ぐため、FRACコードやIRACコードを参考に作用機構分類の異なる薬剤をローテーションで使用する。

【試行技術】

タイトル 技術内容（要約）

イネ稲こうじ病に対する土壌改良資材とモンガリット粒剤による被
害軽減技術

転炉スラグの300㎏/10aまたは生石灰の100㎏/10aを春耕起～代かき前に土壌混和する
処理と、モンガリット粒剤の３㎏/10aを出穂期２～３週間前に湛水散布する処理を組
み合わせることで、イネ稲こうじ病の発病が減少する。

【技術情報】

タイトル 技術内容（要約）

コムギ赤かび病に対する県内主要品種の発病程度差
県内の小麦の主要品種はコムギ赤かび病に対する発病程度に品種間差が認められ、接
種試験による相対的な比較において外部病徴による発病程度は「東山53号（ハナチカ
ラ）」が高い。

水稲種子温湯処理が割れ籾の発芽に及ぼす影響 60℃ 15分の温湯処理では割れ籾の発芽率が低下し、割れ籾率が高い種子では発芽率
が90％を下回る場合がある。

水稲品種の割れ籾率の品種間差とカスミカメムシ類による斑点米発
生リスク評価

水稲品種のカスミカメムシ類による斑点米発生リスクを割れ籾の発生程度に基づいて
評価し、「天竜乙女」をやや高い、「つきあかり」、「ひとめぼれ」、「金紋錦」及び「山
恵錦」を中、「ひとごこち」をやや低いとした。

スワルスキープラスを主体とした施設栽培かんきつ（レモン）のミ
カンハダニ防除

施設栽培かんきつ（レモン）においてミカンハダニの発生直前～発生初期に天敵製剤
スワルスキープラスＵＭを４パック／樹の割合で設置することで、ミカンハダニ密度
及び果実被害を低減できる。なお、スワルスキーカブリダニ放飼後はミカンハダニの
発生状況に応じて、スワルスキーカブリダニに影響の少ない殺ダニ剤で防除する。

ネギ葉枯病防除に、概ね収穫１か月前～収穫直前の薬剤散布が有効
である

概ね収穫１か月前～収穫直前の期間に重点的に薬剤散布することで、ネギ葉枯病を効
果的に防除できる。

【農薬情報（殺菌剤）】

対象作物 対象病害虫・雑草等 農薬名 技術内容（要約）

イネ イネ稲こうじ病 ドイツボルドーＡ イネ稲こうじ病防除にドイツボルドーＡの2,000倍液を散布する。

トウモロコシ すす紋病 チルト乳剤２５、シグナムＷ
ＤＧ、トリフミン水和剤

トウモロコシすす紋病防除にチルト乳剤２５の1,000倍液、シグナムＷＤＧ、トリ
フミン水和剤の2,000倍液のいずれかを散布する。

クルミ 褐斑病 オーソサイド水和剤、ＩＣボ
ルドー６６Ｄ

クルミ褐斑病防除にオーソサイド水和剤８０の800倍液またはＩＣボルドー６６Ｄ
の50倍液を散布する。

キュウリ 炭疽病 ベルクートフロアブル キュウリ炭疽病防除に、ベルクートフロアブルの2,000倍液を散布する。

キャベツ 黒斑病 アミスター２０フロアブル キャベツ黒斑病防除にアミスター２０フロアブルの2,000倍液を散布する。
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キャベツ べと病 レーバスフロアブル キャベツべと病防除にレーバスフロアブルの2,000倍液を散布する。

カリフラワー 黒すす病
アフェットフロアブル、シグ
ナムＷＤＧ、ファンタジスタ
顆粒水和剤

カリフラワー黒すす病防除にアフェットフロアブルの2,000倍液、シグナムＷＤＧ
の1,500倍液又はファンタジスタ顆粒水和剤の3,000倍液を散布する。

レタス コルキールート病
ダゾメット粉粒剤（バスアミ
ド微粒剤、ガスタード微粒剤）

レタスコルキールート病防除に、ダゾメット粉粒剤（バスアミド微粒剤、ガスター
ド微粒剤）を30kg/10aの割合で定植前に全面散布し土壌混和する。

【農薬情報（殺虫剤）】

対象作物 対象病害虫・雑草等 農薬名 技術内容（要約）

かき
カイガラムシ類（クワ
シロカイガラムシ）

モベントフロアブル
かきのクワシロカイガラムシ防除に、モベントフロアブルの2,000倍液を散布する。
かきのクワシロカイガラムシ第１世代に対するモベントフロアブルによる散布適期
は、５月下旬～６月上旬である。

キュウリ ハダニ類 フーモン きゅうりのハダニ類防除にフーモンの1,000倍液を散布する。

キャベツ コナガ、アザミウマ類 ファインセーブフロアブル
キャベツのコナガ防除にファインセーブフロアブルの1,000倍液を、アザミウマ類
防除に2,000倍液を散布する。

ブロッコリー コナガ ファインセーブフロアブル ブロッコリーのコナガ防除にファインセーブフロアブルの1,000倍液を散布する。

ブロッコリー アザミウマ類
ファインセーブフロアブル、
ベネビアＯＤ

ブロッコリーのアザミウマ類防除にファインセーブフロアブルの1,000倍液、ベネ
ビアＯＤの2,000倍液を散布する。

封
門

●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●小児の手の届く所に置かないでください。

フーモンは日本化薬株式会社の登録商標です。
農林水産省登録 第23741号

東京都千代田区丸の内二丁目1番1号（明治安田生命ビル）
TEL.03ｰ6731ｰ5321　 FAX.050ｰ3730ｰ0682
ホームページアドレス https://www.nipponkayaku.co.jp/agro/

殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）殺菌剤・展着剤殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）殺菌剤・展着剤

●果樹類のハダニ類対策に！
●きく/とうもろこしのハダニ類対策に！

野菜類のハダニ類、アブラムシ類、コナジラミ類、
うどんこ病対策としてもご利用いただけます。
野菜類のハダニ類、アブラムシ類、コナジラミ類、
うどんこ病対策としてもご利用いただけます。

主
成
分
が
食
品
添
加
物
で
、

収
穫
前
日
ま
で

何
回
で
も
使
え
ま
す
。

主
成
分
が
食
品
添
加
物
で
、

収
穫
前
日
ま
で

何
回
で
も
使
え
ま
す
。

殺ダニ剤として,きく/とうもろこしで
   使用できるようになりました！

殺ダニ剤として,きく/とうもろこしで
   使用できるようになりました！

害虫の気門（空気の出入り口）をふさぐことで、窒息死させる薬剤です。気門封鎖剤とは！ 

適用
拡大!

近
年
、
温
暖
化
や
殺
虫
剤
の
変

遷
、
品
種
の
多
様
化
等
に
よ
り
シ

ン
ク
イ
ム
シ
類
の
被
害
は
微
増
傾

向
で
あ
る
。
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
は

多
く
の
果
樹
品
目
で
問
題
と
な

り
、果
実
を
直
接
加
害
す
る
た
め
、

収
益
に
直
結
す
る
。
こ
の
た
め
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は

栽
培
上
、
非
常
に
重
要
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
県
内
で
問
題
と
な
る

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
３
種
に
お
け
る

近
年
の
発
生
状
況
と
防
除
対
策
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
は
リ
ン
ゴ
を

は
じ
め
多
く
の
果
樹
品
目
で
古
く

よ
り
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
固

有
の
害
虫
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

本
種
の
生
態
に
つ
い
て
は
、
当
場

で
も
１
９
５
０
年
代
頃
か
ら
調
査

さ
れ
て
き
た
。
本
種
の
発
生
時
期

は
防
除
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

近
年
の
温
暖
化
と
発
生
時
期
と
の

関
係
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
９
～
２
０
２

３
年
の
直
近
５
か
年
と
約
30
年
前

の
１
９
８
２
～
１
９
８
６
年
の
５

か
年
の
越
冬
世
代
成
虫
の
発
生
時

期
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
初
発
は

約
２
半
旬
、
最
盛
期
は
約
３
半
旬

早
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
産
卵
時
期
も
同

様
に
早
ま
っ
て
い
る
傾
向
で
、
必

要
が
あ
れ
ば
、
６
月
中
旬
か
ら
防

除
を
実
施
す
る
。

ス
モ
モ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ

本
県
に
お
い
て
、
ス
モ
モ
ヒ
メ

シ
ン
ク
イ
の
被
害
は
、主
に
ス
モ
モ

（
日
本
ス
モ
モ
・
プ
ル
ー
ン
）で
発

生
し
、
発
生
が
多
い
場
合
は
リ
ン

ゴ
で
も
問
題
と
な
る
。
本
種
は
、

ス
モ
モ
園
に
お
い
て
年
４
回
、５
～

９
月
頃
に
発
生
し
、加
害
す
る
。
一

方
、リ
ン
ゴ
園
で
の
発
生
、加
害
時

期
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

そ
こ
で
、
リ
ン
ゴ
で
の
加
害
時

期
を
把
握
す
る
た
め
、
産
卵
消
長

を
調
査
し
た
。
早
生
種「
シ
ナ
ノ

リ
ッ
プ
」
及
び「
つ
が
る
」
で
は
、７

月
上
旬
ま
で
産
卵
は
認
め
ら
れ

ず
、
７
月
中
旬
～
８
月
中
旬
の
主

に
第
２
世
代
成
虫
発
生
期
に
産
卵

が
認
め
ら
れ
た
。
中
生
種「
シ
ナ

ノ
ス
イ
ー
ト
」、「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル

ド
」、晩
生
種「
ふ
じ
」で
は
、７
月
下

旬
～
８
月
上
旬
の
第
２
世
代
成
虫

発
生
期
と
、
８
月
下
旬
～
10
月
上

旬
の
第
３
世
代
成
虫
発
生
期
に
産

卵
が
認
め
ら
れ
、
第
３
世
代
で
多

い
傾
向
で
あ
っ
た（
図
１
）。
こ
の

こ
と
か
ら
、本
種
は
リ
ン
ゴ
に
お
い

て
主
に
７
月
中
旬（
第
２
世
代
成

虫
発
生
期
）以
降
に
産
卵
し
、こ
の

時
期
以
降
か
ら
防
除
が
必
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
７
月

上
旬（
越
冬
～
第
１
世
代
）ま
で
産

卵
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

リ
ン
ゴ
で
は
生
活
環
を
完
結
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、本

来
の
寄
主
で
あ
る
ス
モ
モ
で
の
防

除
、密
度
抑
制
が
重
要
に
な
る
。

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
は
、
リ
ン

ゴ
、ナ
シ
、モ
モ
等
の
果
実
に
幼
虫

が
食
入
す
る
他
、
モ
モ
・
ウ
メ
等

の
新
梢
先
端
に
寄
生
し
、
芯
折
れ

被
害
を
も
た
ら
す
。
果
樹
試
験
場

内
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
の
調

査
で
は
、
２
０
２
２
年
頃
か
ら
増

加
傾
向
で
あ
る
。
近
年
は
南
信
地

域
の
ナ
シ
産
地
の
他
、
北
信
地
域

の
一
部
モ
モ
産
地
で
も
本
種
に
よ

る
加
害
が
目
立
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
種
の
加
害
時
期
を

把
握
す
る
た
め
、
果
樹
試
験
場
内

の
モ
モ
園
に
お
い
て
芯
折
れ
の
発

生
時
期
を
調
査
し
た
。そ
の
結
果
、

６
月
下
旬
ま
で
は
認
め
ら
れ
ず
、

７
月
上
旬
に
第
２
世
代
幼
虫
に
よ

る
被
害
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

７
月
末
～
８
月
上
旬
に
第
３
世
代

幼
虫
に
よ
る
被
害
が
認
め
ら
れ
、

当
該
世
代
に
よ
る
被
害
が
最
も
多

か
っ
た
。
そ
の
後
、
９
月
上
旬
に

第
４
世
代
幼
虫
に
よ
る
被
害
が
認

め
ら
れ
た
が
、
新
梢
停
止
に
伴
い

被
害
は
減
少
し
た
。
芯
折
れ
発
生

時
期
は
、
本
種
の
防
除
時
期
を
把

握
す
る
一
つ
の
指
標
と
な
る
。
食

入
防
止
の
た
め
、
芯
折
れ
発
生
時

期
よ
り
や
や
早
い
時
期
に
防
除
が

必
要
と
な
る
。

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
の
防
除
対
策

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
の
防
除
に
お

近
年
の
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
の

　
　
　
　
　
発
生
状
況
と
防
除
対
策

果
樹
試
験
場
　
研
究
員
　
石
井
伸
洋

図１　りんご「ふじ」におけるスモモヒメシンクイの産卵消長
（2022～2023年、果樹試験場）

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

産

卵

数
／

果

年

年

第１世代

成虫発生期

第２世代

成虫発生期

第３世代

成虫発生期

い
て
、
果
実
・
新
梢
に
幼
虫
が
食

入
し
た
後
で
は
殺
虫
剤
の
効
果
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
防
除
は
成
虫

発
生
後
～
幼
虫
の
果
実
食
入
前
ま

で
に
行
う
。
こ
の
内
、
特
に
幼
虫

が
ふ
化
す
る
前
の
卵
に
直
接
薬
剤

が
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
に
対
し
て
効
果

の
高
い
薬
剤
は
、
有
機
リ
ン
・
カ

ー
バ
ー
メ
ー
ト
剤
、
合
成
ピ
レ
ス

ロ
イ
ド
剤
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド

剤
、ジ
ア
ミ
ド
剤
で
あ
る
。

卵
か
ら
幼
虫
が
ふ
化
す
る
ま
で

の
期
間
す
な
わ
ち
卵
期
間
は
、
温

度
が
高
い
と
短
く
な
る
。
こ
の
た

め
、卵
期
間
の
短
い
夏
季
は
、防
除

間
隔
を
短
く
す
る
対
応
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
は
、
殺
卵
に
加
え
果

実
へ
の
食
入
防
止
効
果
が
高
く
、

残
効
の
長
い
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド

剤
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

交
信
か
く
乱
剤
を
併
用
し
、
次
世

代
の
増
殖
を
抑
制
す
る
。

24
年
産
米
の
作
付
意
向

農
林
水
産
省
が
３
月
５
日
公
表

し
た
、
前
年
度
実
績
と
の
比
較
に

よ
る
各
都
道
府
県
の
主
食
用
米
の

作
付
意
向
は
、１
月
末
時
点
で
は
、

減
少
傾
向
11
県
、
前
年
並
み
は
長

野
県
を
含
む
30
県
、
増
加
傾
向
５

県
で
す
。（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

ト

ピ

ッ

ク
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Ｏ
Ａ
Ｔ
ア
グ
リ
オ
株
式
会
社

平
素
は
弊
社
製
品
を
ご
愛
顧
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

弊
社
は
農
薬
お
よ
び
肥
料
の
メ

ー
カ
ー
で
あ
り
多
種
多
様
な
製
品

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

紙
面
を
頂
き
ま
し
て
、
そ
の
中

か
ら
弊
社
の
お
す
す
め
の
農
薬
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
オ
リ
オ
ン
水
和
剤
40

オ
リ
オ
ン
水
和
剤
40
は
平
成
５

年
の
登
録
か
ら
30
年
以
上
ご
愛
顧

い
た
だ
い
て
い
る
カ
ー
バ
メ
ー
ト

系
殺
虫
剤
で
す
。
長
野
県
内
で
は

り
ん
ご
、
も
も
、
な
し
な
ど
の
果
樹

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
性
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

類
及
び
チ
ョ
ウ
目
害
虫
な
ど
広
範

囲
の
害
虫
に
有
効
で
、
接
触
毒
及

び
食
毒
の
作
用
が
あ
り
、
咀
し
ゃ

く
性
、
吸
汁
性
の
両
害
虫
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
果
樹
、
野
菜
な
ど

広
い
作
物
に
使
用
で
き
、
合
成
ピ

レ
ス
ロ
イ
ド
剤
、
有
機
リ
ン
剤
と

は
作
用
性
が
異
な
り
、
こ
れ
ら
の

抵
抗
性
害
虫
に
も
効
果
が
あ
り
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
剤
に
適
し

て
お
り
ま
す
。

○
ア
カ
リ
タ
ッ
チ
乳
剤

主
成
分
の
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ

ー
ル
モ
ノ
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
は
食

品
添
加
物
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
容
易
に
分
解
さ
れ
る

た
め
環
境
に
や
さ
し
い
薬
剤
で

す
。
長
野
県
内
で
は
果
樹
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
性
と
し
て
ダ
ニ
に
対
し
て
接

触
型
の
物
理
的
作
用
で
ダ
ニ
の
気

門
封
鎖
に
よ
っ
て
窒
息
死
さ
せ
ま

す
。
効
果
は
極
め
て
速
攻
的
で
従

来
の
殺
ダ
ニ
剤
と
の
作
用
性
の
違

い
か
ら
ダ
ニ
に
抵
抗
性
発
達
の
懸

念
が
少
な
く
、
連
続
散
布
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
種
ハ
ダ

ニ
類（
ミ
カ
ン
、ナ
ミ
、カ
ン
ザ
ワ
）

の
幼
虫
、若
虫
、成
虫
に
速
攻
的
に

作
用
し
、
殺
卵
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
天
敵
・
有
用
昆
虫
に
影
響
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

使
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
散
布
液

が
直
接
害
虫
に
か
か
ら
な
い
と
効

果
が
な
い
た
め
害
虫
に
ム
ラ
な
く

か
か
る
よ
う
、
葉
の
表
裏
へ
丁
寧

に
散
布
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
卵
に
は
効
果
が
な
く
残
効
性

は
期
待
で
き
な
い
た
め
在
中
の
増

殖
や
圃
場
か
ら
の
飛
び
込
み
が
活

発
な
時
に
は
５
日
～
10
日
間
隔
で

連
続
２
回
散
布
や
他
剤
と
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

○
ハ
チ
ハ
チ
乳
剤
、
ハ
チ
ハ
チ
フ

ロ
ア
ブ
ル

ハ
チ
ハ
チ
は
難
防
除
害
虫
に
高

い
効
果
を
示
す
園
芸
殺
虫
剤
と
し

て
、
２
０
０
２
年
に
上
市
致
し
ま

し
た
。
長
野
県
内
で
は
レ
タ
ス
を

は
じ
め
露
地
野
菜
で
多
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
剤
は
既
存
の
殺

虫
剤
に
は
な
い
作
用
機
構
を
有
し

幅
広
い
害
虫
種
に
有
効
で
あ
る
こ

と
、殺
虫
効
果
だ
け
で
な
く
、殺
菌

効
果
を
有
す
る
殺
虫
剤
と
し
て
高

い
効
果
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ハ
チ
ハ
チ
の
有
効
成
分
で
あ
る

ト
ル
フ
ェ
ン
ピ
ラ
ド
は
既
存
の
殺

虫
剤
と
異
な
る
新
規
の
構
造
で
こ

れ
ま
で
に
な
い
作
用
機
構
を
有
し

ま
す
。
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
代
謝
系
の
電
子
伝
達
系
の

う
ち
複
合
体
Ⅰ
を
阻
害
す
る
こ
と

に
よ
る
呼
吸
阻
害
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

殺
虫
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
が
広
く
幅

広
い
害
虫
種
に
効
果
を
示
し
、
特

に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ナ
モ
グ
リ
バ

エ
、サ
ビ
ダ
ニ
類
、キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ

ム
シ
等
の
難
防
除
害
虫
に
卓
効
を

示
し
ま
す
。
ま
た
種
類
に
よ
っ
て

は
高
い
殺
卵
効
果
を
有
し
ま
す
。

ま
た
さ
び
病
、べ
と
病
、う
ど
ん
こ

病
な
ど
に
対
し
て
予
防
的
に
殺
菌

効
果
を
発
揮
い
た
し
ま
す
。
各
作

物
の
害
虫
お
よ
び
病
気
の
発
生
初

期
に
、
体
系
防
除
の
中
の
一
剤
と

し
て
使
用
す
る
と
、
一
層
効
果
的

で
す
。
浸
透
性
が
な
い
薬
剤
な
の

で
、
十
分
な
散
布
液
量
で
か
け
ム

ラ
の
な
い
よ
う
に
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。

○
サ
フ
オ
イ
ル
乳
剤

有
効
成
分
は
食
用
の
植
物
油
な

の
で
、安
全
性
が
高
く
、物
理
的
に

作
用
す
る
殺
虫
剤
で
す
。ト
マ
ト
、

い
ち
ご
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。既

存
の
薬
剤
に
対
し
て
抵
抗
性

の
発
達
し
た
ハ
ダ
ニ
類
お
よ
び
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
類
に
も
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
殺
卵
活
性
も
認
め
ら
れ
、

23
年
産
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

日
本
穀
物
検
定
協
会
は
２
月
29

日
、
２
０
２
３
年
産
米
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
良
質
米
作

り
の
推
進
と
米
の
消
費
拡
大
に
役

立
て
る
た
め
、
昭
和
46
年
か
ら
始

ま
り
、今
年
が
53
回
目
で
し
た
。

ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
の
１
４
４
銘

柄
の
う
ち
、
５
段
階
で
最
高
評
価

の「
特
Ａ
」の
数
は
前
年
よ
り
３
増

の
43
銘
柄
で
し
た
。
２
番
目
の
評

ハ
ダ
ニ
類
お
よ
び
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

の
全
発
育
ス
テ
ー
ジ
に
対
し
て
有

効
で
す
。
天
敵
や
有
用
昆
虫
に
対

す
る
影
響
が
小
さ
く
、Ｉ
Ｐ
Ｍ（
総

合
的
病
害
虫
管
理
）
に
適
し
て
い

花
粉
症

今
年
も
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ

て
き
た
。「
自
分
は
花
粉
症
で
は

な
い
」と
頑
な
に
信
じ
て
い
る
が
、

鼻
水
、
目
の
か
ゆ
み
と
い
っ
た
症

状
か
ら
は
疑
う
余
地
は
な
い
よ
う

だ
。
年
々
、
発
症
の
低
年
齢
化
が

進
み
、国
民
の
４
割
が
花
粉
症
と
、

「
国
民
病
」化
し
て
い
る
。

春
先
の
花
粉
症
の
原
因
と
な
る

の
が
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
。
戦
時
中
の

乱
伐
で
荒
廃
し
た
森
林
を
早
急

に
回
復
さ
せ
る
た
め
、
高
度
経
済

成
長
期
の
木
材
需
要
を
支
え
る
た

め
に
、
日
本
固
有
種
で
成
長
の
早

い
両
品
種
の
植
栽
が
進
ん
だ
と
い

う
。
ま
っ
す
ぐ
に
育
ち
、
軽
く
て

材
質
は
柔
ら
か
く
加
工
し
や
す
い

特
性
を
持
ち
、日
本
書
紀
に
も「
ス

ギ
、ク
ス
ノ
キ
は
舟
に
、ヒ
ノ
キ
は

宮
殿
に
、マ
キ
は
棺
に
」と
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
日
本
人
に
と
っ
て

は
古
く
か
ら
親
し
み
の
あ
る
植
物

で
あ
る
。
海
外
か
ら
の
安
価
な
輸

入
材
の
増
加
に
よ
る
国
産
材
の
需

要
減
少
、
林
業
に
携
わ
る
担
い
手

の
不
足
な
ど
か
ら
手
入
が
行
き
届

か
ず
放
置
さ
れ
、
花
粉
を
大
量
に

放
出
す
る
樹
齢
30
年
以
上
の
ス
ギ

が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
わ
け

だ
。
最
近
で
は
水
害
や
土
砂
崩
れ

価
の「
Ａ
」は
前
年
よ
り
13
減
の
78

銘
柄
、３
番
目
の
評
価
の「
Ａ
ダ
ッ

シ
ュ
」
は
前
年
よ
り
２
増
の
23
銘

柄
で
し
た
。
猛
暑
の
影
響
で
、「
特

Ａ
」
の
43
銘
柄
の
う
ち
25
銘
柄
が

高
温
耐
性
品
種
で
し
た
。

長
野
県
内
は
す
べ
て
こ
し
ひ
か

り
の
審
査
で
、
北
信
と
東
信
が
昨

年
の「
Ａ
」か
ら
１
ラ
ン
ク
上
げ
て

「
特
Ａ
」
に
、
南
信
は
昨
年
と
同
じ

「
Ａ
」
で
、
中
信
は
１
ラ
ン
ク
下
げ

て「
Ａ
」か
ら「
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
」で
し

た
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

我が社我が社

自慢の自慢の
製品製品

害

虫

の

は

な

し

ま
す
。

有
効
成
分
は
食
用
の
植
物
油
な

の
で
、安
全
性
が
高
く
、収
穫
前
日

ま
で
散
布
可
能
で
有
機
農
産
物
の

日
本
農
林
規
格（
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
）に

適
合
す
る
農
薬
で
す
。

キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ

キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ
は
、
幼
虫
が

葉
に
食
入
し
て
マ
イ
ン
を
作
り
、

葉
肉
を
食
害
す
る
害
虫
で
あ
る
。

寄
生
が
多
い
と
果
実
の
肥
大
や
着

色
、
味
に
影
響
が
及
ぶ
。
ま
た
、秋

に
は
落
葉
が
早
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

本
種
は
長
野
県
の
平
地
で
は
年

５
回
発
生
す
る
。
越
冬
は
落
葉
の

中
、
蛹
で
行
う
。
越
冬
世
代
成
虫

は
４
月
上
旬
頃
か
ら
発
生
し
、
４

月
中
下
旬
頃
が
盛
期
と
な
る
。
そ

の
後
、
第
１
世
代
成
虫
は
６
月
上

～
中
旬
、
第
２
世
代
成
虫
は
７
月

上
中
旬
、
第
３
世
代
成
虫
は
８
月

上
～
下
旬
、
第
４
世
代
成
虫
は
９

月
以
降
に
発
生
す
る
。
通
常
、
発

生
量
が
多
く
な
る
の
は
、
第
２
世

代
成
虫
以
降
で
あ
る
。
キ
ン
モ
ン

ホ
ソ
ガ
の
１
～
３
齢
幼
虫
に
は
脚

が
な
く
、
こ
の
時
期
を
無
脚
幼
虫

期
と
い
う
。
４
～
５
齢
に
な
る
と
、

脚
が
あ
る
有
脚
幼
虫
期
に
な
る
。

無
脚
幼
虫
期
は
、
葉
裏
の
表
皮
の

内
側
部
分
に
寄
生
し
、
葉
肉
の
組

織
を
吸
汁
加
害
す
る
。
寄
生
部
の

葉
裏
は
表
皮
が
浮
き
上
が
る
が
、

表
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
有
脚

幼
虫
期
に
な
る
と
口
器
が
発
達
し
、

葉
肉
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、点
状

の
食
痕
が
葉
表
か
ら
確
認
で
き
る
。

本
種
に
は
様
々
な
寄
生
蜂（
天

敵
）
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

世
代
に
よ
っ
て
寄
生
種
が
異
な

る
が
、
主
な
も
の
は
キ
ン
モ
ン
ホ

ソ
ガ
ト
ビ
コ
バ
チ
、
コ
マ
ユ
バ

チ
類
、
ヒ
メ
コ
バ
チ
類
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
に
果
樹
試
験
場
内
の

無
防
除
園
に
お
い
て
、
第
２
世
代

幼
虫
に
お
け
る
天
敵
の
寄
生
率
を

調
査
し
た
結
果
、
マ
イ
ン
の
約
４

割
が
寄
生
さ
れ
て
お
り
、
キ
ン
モ

ン
ホ
ソ
ガ
ト
ビ
コ
バ
チ
が
最
も
多

く
確
認
さ
れ
た
。

近
年
、
長
野
県
内
各
地
で
キ
ン

モ
ン
ホ
ソ
ガ
の
発
生
量
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
１
９
９
０
年
か
ら

１
９
９
６
年
ま
で
発
生
量
は
増
減

を
繰
り
返
し
な
が
ら
多
か
っ
た

が
、
そ
の
後
発
生
が
少
な
い
年
が

続
い
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
７
年

頃
か
ら
再
び
発
生
が
多
い
年
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
０

年
に
は
、
北
信
地
域
で
フ
ェ
ロ
モ

ン
ト
ラ
ッ
プ
誘
殺
数
、
寄
生
葉
率

が
平
年
よ
り
多
く
、
８
月
上
旬
に

地
区
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
に
は
南
信
地
域
で
の

発
生
が
多
か
っ
た
。
２
０
２
３
年

の
果
樹
試
験
場
に
お
い
て
は
、
第

１
～
第
３
世
代
の
発
生
が
多
か
っ

た
が
、第
４
世
代
は
少
な
か
っ
た
。

キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ
の
防
除
は
基

本
的
に
薬
剤
散
布
に
よ
り
行
う
。

食
入
し
た
幼
虫
に
対
し
て
は
、
薬

剤
の
効
果
が
劣
る
た
め
、
成
虫
発

生
始
期
に
薬
剤
を
散
布
し
、
食
入

防
止
を
狙
う
。
最
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
第
３
世
代
幼
虫
の
食
入

防
止
で
、
散
布
適
期
は
第
２
世
代

成
虫
発
生
始
期
の
７
月
上
旬
頃
で

あ
る
。
し
か
し
、
春
季
か
ら
発
生

が
多
い
場
合
は
、
第
２
世
代
幼
虫

の
食
入
防
止
の
た
め
、
第
１
世
代

成
虫
発
生
始
期
の
６
月
上
旬
頃
に

も
防
除
を
実
施
す
る
。
そ
の
後
も

発
生
が
多
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
第

４
世
代
幼
虫
の
食
入
防
止
の
た

め
、
第
３
世
代
成
虫
発
生
初
期
の

８
月
上
旬
に
薬
剤
を
散
布
す
る
。

２
０
１
９
～
２
０
２
３
年
に
、

各
種
薬
剤
の
キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ
に

対
す
る
防
除
効
果
を
検
証
し
た

結
果
、
一
部
の
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ

ド
剤
の
効
果
が
低
く
、
ジ
ア
ミ
ド

剤
や
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
は
残
効
が
短
か
っ

た
。
一
方
で
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ

ド
剤（
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
、

バ
リ
ア
ー
ド
顆
粒
水
和
剤
）
に
つ

い
て
は
、
高
い
防
除
効
果
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
防

除
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
な
い
よ
う

防
除
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
果
樹
試
験
場
　
簑
島
萌
子
）

な
ど
の
防
災
対
策
や
地
球
温
暖
化

対
策
と
い
っ
た
側
面
か
ら
も
、
単

純
に
伐
採
と
は
い
か
な
く
な
っ
て

い
る
。

ス
ギ
の
花
粉
飛
散
量
を
抑
制
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
。
花
粉
が
で
き
な
い
無
花
粉
ス

ギ
や
雄
花
を
ほ
と
ん
ど
つ
け
な
い

低
花
粉
ス
ギ
へ
の
改
植
に
よ
る
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
苗
木

の
大
量
供
給
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
。
２
０
１
４
年
に
は（
国
研
）

森
林
総
合
研
究
所
等
に
よ
り
、
ス

ギ
の
雄
花
に
特
異
的
に
寄
生
し
て

枯
死
さ
せ
る
ス
ギ
黒
点
病
菌
を
活

用
し
た
対
策
が
研
究
さ
れ
て
い
る

が
、
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
効
果

を
最
大
限
発
揮
す
る
よ
う
な
処

方
、
農
薬
登
録
と
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
最
近
で
は
東
京
農
業
大
学
が

食
品
添
加
物
を
利
用
し
て
ス
ギ
雄

花
だ
け
を
褐
変
・
枯
死
さ
せ
る
技

術
を
開
発
し
、
昨
年
に
は
栃
木
県

で
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
散
布
に
よ

る
大
規
模
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て

い
る
。

国
は
30
年
後
に
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
に
よ
る
花
粉
の
発
生
量
の
半
減

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
新
た
な

対
策
が
実
用
化
さ
れ
、
ス
ギ
と
共

生
す
る
時
代
の
到
来
に
期
待
し
た

い
。

（
ヤ
ー
マ
ン
）

ト

ピ

ッ

ク

凍凍霜霜害害ののリリススククをを下下げげるるココーーヒヒーー由由来来のの天天然然抽抽出出物物がが
長長野野県県のの果果樹樹をを守守りりまますす！！

https://www.nichino.co.jp/products/frostbuster_index.html
フフロロスストトババススタターー特特設設ペペーージジははここちちららかからら！！

東東京京都都中中央央区区京京橋橋１１丁丁目目19番番8号号

ししぶぶとといいハハダダニニははササララババででごござざるる！！

虫虫ににもも病病気気ににもも効効くく新新タタイイププのの殺殺虫虫剤剤！！

カカイイガガララムムシシ類類・・チチョョウウ目目害害虫虫防防除除にに！！

フフロロアアブブルル

パパワワフフルルフフルルーーツツ殺殺菌菌剤剤！！

新新規規系系統統ののううどどんんここ病病防防除除剤剤


